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平成25年 理事長年頭のご挨拶

ＮＧＰブランドの確立へ、総力を結集して挑戦します！
「クルマ直しの、新しい選択！！エコひろば」で
リサイクル部品利用促進を推進します

明けましておめでとうございます。年頭に
あたり、新年のお慶びを申し上げます。

昨年を振り返りますと、東日本大震災の復
興がままならず、海外経済の減速にともなう
生産・消費の低迷があり、ほぼ全産業で景況
感がマイナスとなる不安定な 1 年でした。

とくに自動車関連は、エコカー補助金の終了
により国内販売が落ち込み、さらに尖閣諸島
問題による日中関係の悪化は、日本車メーカー
の中国ビジネスに大きな打撃となりました。

また、米国大統領選、中国最高指導部の交
代、韓国での大統領選、我が国では衆議院選
挙と政治の年でもありました。

総選挙で誕生した自・公政権には、景気浮
揚のための経済対策に期待するところであり
ますが、我々のリサイクル部品業界も使用済
自動車の減少、車両仕入価格高騰、スクラッ
プ価格の下落、物流費高騰等、大変厳しい苦
悩する 1 年でありました。

こうした中でＮＧＰ協同組合は、東日本
大震災被災車両の処理活動を継続するとと
もに、「被災地の学校に届け、みんなのベル
マーク」を合言葉にベルマーク運動に協賛、
昨年 4 月 1 日からＮＧＰリユース部品の信
頼の証であるギャランティーシールにベル
マークを付加し、皆様にご協力をいただく
ことになりました。

また、昨年 10 月開催の第 8 回定期総会
で、「直往邁進・強い組合員を育てる、総員
総力を結集しよう！」を採択し、組織活動に
取り組んでいます。

取り組みの柱のひとつが、組合員向けに
展開する現場主義コンサルのカイゼン塾で
す。これらの教育プログラムを通じて、ＮＧ
Ｐの基本である「お客様第一」「よりよい商
品をより正確により早く」「補修部品業界の
リーダーたること」を今一度、組合員へ徹
底し、高品質でより高度なサービス提供を
実現してＮＧＰブランドをしっかりと確立
してまいります。

さて、今年の経済環境も楽観を許しませ
ん。円高、デフレ、少子高齢化等の影響は避
けようになく、自動車保有台数の減少が続く
ことが見込まれます。この影響を受けて使用
済自動車の発生台数も減少し、使用済自動車
の流通構造にも新しい変化が予測されます。

政策課題として、技術革新が目覚ましい
次世代自動車が搭載するモーター、電池か
らレアメタル、レアアースを回収するス
キームの確立が急浮上しています。

折しも昨年 10 月から損害保険会社が実
施した自動車保険料率制度改定は、自動車
整備修理工場の皆様と同様に、我々ＮＧＰ
にとってもリサイクル部品市場を一変させ

るインパクトがありました。
保険事故を起こした場合、事故あり等級

の適用を受けることで、保険を使った方が
損か？得か？をシミュレーションし、保険契
約者に説明する必要が不可欠となったこと
です。これ以降、損害保険会社の社員やプ
ロ代理店を対象にリサイクル部品に関する
研修会や工場見学会の要請を受け、ＮＧＰ
本部を中心に協力してまいりましたが、一
方でリサイクル部品に対する理解の低調さ
を改めて感じることができ、リサイクル部
品のさらなる認知向上努力が必要なことを
痛感いたしました。

同時期に開始した「その手があったか！リ
サイクル部品 !!」「クルマ直しの、新しい選
択 !! エコひろば」の全国テレビＣＭは、お
陰様で好評をいただいています。また、整
備修理工場様からは、あらためてＮＧＰダ
イレクトシステム導入の問い合わせも寄せ
られております。これに満足せず、我々ＮＧ
Ｐ協同組合はこの 1 年を新たなニーズへの
対応と課題改善への取り組みで足元を固め
る時期と位置付け、期待に応えるべくしっ
かりと行動していく所存です。

業界のリーダーとして、先頭に立ってよ
り良いリサイクル部品業界を創造する志を
持って組合員が結集し、直往邁進してまい
ります。組合員各社は各地域において信頼
され、選ばれるＮＧＰブランドのリサイク
ル部品供給を通して、お客様利益を確保す
る満足度の高いサービス提供に努めてまい
ります。引き続き関係各位のご理解ご支援
をお願い申し上げますとともに、皆様方の
ご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げ、
新年の挨拶とさせていただきます。

ＮＧＰ日本自動車リサイクル事業協同組合　

理事長 長谷川利彦



2012年の年間販売台数は200万台の大台にあと一歩
大手メーカーの本格参入で商品力大幅アップの軽自動車

2012 年の新車販売は登録車・軽自動車
合わせて年間で 536 万 9721 台、東日本
大震災やタイの洪水の影響で新車供給がま
まならなかった 2011 年に対して 27.5％
増、エコカー補助金によるテコ入れもあり、
110 万台を超える販売増になりました。新
車販売が 500 万台を超えたのは 2008 年
以来 4 年ぶり、2007 年の 535 万台を超
える水準を達成しました。

注目は大手メーカー系列ディーラーの市
場参入や競争激化による商品力アップで魅
力を増した軽自動車の動向です。年間 198
万台の販売は、202 万 3500 台と初めて
200 万台の大台を突破した 2006 年に次
ぐ水準です。エコカー補助金が終了直後の
10 月販売は前年同月比 0.5％増、11 月は
4.6％増だったものの、12 月は 2.5%減と
なり、2011 年 10 月以来続けてきた前年同
月を上回る販売は 14 カ月でストップしまし
た。しかし、勢いは保てそうです。

軽自動車販売が伸びてきた背景は、消費
者の節約志向の高まりというマーケット構
造の変化に加えて、全メーカー系列のディー
ラーが軽自動車販売に進出したこと、この販

売競争激化にともなう軽自動車そのものの
商品力アップ、この 3 点が指摘できます。

大きな転機は 2011 年 9 月、ダイハツ工
業からＯＥＭ（相手先ブランドによる生産）
供給でトヨタ系ディーラーが軽自動車販売
に乗り出したことです。これにより全メー
カー系列のディーラーが軽自動車を取り扱

うことになり、「軽自動車販
売の戦国時代が到来した」
とまで言われました。

トヨタ系ディーラーの軽
自動車販売を迎え撃つかの
ようにホンダが新型軽「Ｎ
シリーズ」3 車種の投入を
宣言。「Ｎ ＢＯＸ」「Ｎ ＢＯ
Ｘ＋」に続くＮシリーズの
第 3 弾として 11 月に発売
した「Ｎ－ＯＮＥ」は 1 カ月
で 2 万 5000 台を超える
受注を確保するなど、ホン
ダの「Ｎシリーズ」は好調

な出足で、国内販売の 4 割強を軽にするとい
う当初目標を早々にクリアしました。この勢
いで 2016 年度に国内販売 100 万台とし
ていた中期目標は 2 年繰り上げ、2014 年
度に達成する予定です。

昨年 12 月にひと息ついた軽自動車販売で
すが、2013 年も熱を帯びることは間違いあ
りません。年末にダイハツが「ムーヴ」を大
幅に改良、これをベースとする富士重工業の
新型「ステラ」も発売されました。ホンダで
も軽の新モデル追加発売する予定ですし、夏
には日産自動車と三菱自動車の共同出資によ
る軽自動車事業の新会社が本格稼働、両社が
軽新モデルを販売します。軽自動車の話題に
は事欠かない 1 年になりそうです。

年間の販売見通しについて全国軽自動車
販売協会連合会は 190 万台前後と硬めの予
想をしていますが、軽自動車の商品開発や宣
伝に自動車メーカーは積極的に動いているこ
ともあり、軽販売業界では「200 万台超えは
確実」という強気の予想が主流です。

2012年の軽自動車販売推移
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軽自動車販売が好調です。エコカー補助金の終了とともに登録車は伸び悩み、昨年の販売台数は339万274台にとどまりましたが、
軽自動車は12月販売で足踏みしたものの、197万9447台と、200万台の大台にあと一歩の水準に迫りました。

11月の発売から1カ月で２万5000台超を受注したホンダ「Ｎ－ＯＮＥ」
ちょっと乗ってみたくなる魅力がある（東京・青山のホンダ本社前で）

NGP 今月のCO2削減量

※リターナブル梱包材の利用にともなう削減効果はNGP協同組合独自のCO2排出削減の取り組みです。
　ダンボールに変えて、専用梱包材を200回繰り返し使用することで削減効果を試算しました。リターナブル梱包材利用にともなう削減効果

26.7 tNGP 平成24年11月： NGP 1月からの累計：

※ NGPをはじめとしたリサイクル部品販売事業12団体は、グリーンポイントクラブを作り、リユース部品、リビルト　
部品を利用することで達成できたCO2の削減量を利用者の皆様にお知らせしています。ご協力ありがとうございます。リサイクル部品利用にともなう削減効果

全１２団体 1月からの累計

131,831tNGP 平成24年11月：6,825 t NGP 1月からの累計： t75,054

※リターナブル梱包材は、ドア・フェンダー用に加えて2011年2月よりバンパー用の運用を開始しました。

258.4 t



環境対応車の王道は電気自動車　
本格普及はどのサイズ？

エコプロダクツ 2012 に見る自動車

ＥＶは当面はセカンドカーとしての需要
を狙うことになるのでしょうか。エコプロダ
クツの自動車メーカーのブースを見ると、下
のサイズから順にトヨタ車体の「コムス」、
日産自動車の「ニューモビリティコンセプ
ト」、トヨタ自動車の「ｅＱ」の展示がありま
した。昨年 7 月にフルモデルチェンジした

「コムス」以外は今年販売が始まる予定です。
それぞれ少しずつコンセプトが違います。
トヨタ車体の「コムス」は原付自転車枠の

ＥＶです。全長 2395 ×全幅 1095 ×全高
1495㎜（Ｂ・ＣＯＭデリバリー）で乗車定
員は 1 人。50㏄の原付エンジンと同じとい
う こ と で 搭 載 す る モ ー タ ー は 定 格 出 力
0.95kW、最高出力 5kW、最高速度は時速
60㎞で、1 回の充電でおよそ 50㎞の走行
が可能だそうです。

一方、今売出し中のＥＶが日産「ニューモ
ビリティコンセプト」です。国土交通省が新
しいジャンルの車両として位置付け、新た
な交通手段として定着させようとしており、
日産自動車が横浜市とタイアップして実証
実験が行われました。

サイズは全長 2340 ×全幅 1230 ×全
高 1450㎜、乗車定員はタンデム 2 人乗り。
搭載されるモーターは 125㏄のバイク並み
を 想 定して、定 格出力 8kW、最 高出力は
15kW。最高速度は時速 80㎞、1 回の充電
でおよそ 100㎞走行できます。

トヨタがスモールカーの「ｉＱ」をベースに
開発し、自治体などに限定して販売をはじめ
たのがコンパクトＥＶの「ｅＱ（イーキュー）」
で す。全 長 3111 × 全 幅 1680 × 全 高
1535㎜で乗車定員は 4 人。搭載モーター
の最高出力は 47kW、最高速度は時速 125

㎞、1 回の充電で 100㎞の走行が可能です。
三菱自動車の軽自動車枠のＥＶ「アイミー

ヴ」のボディーサイズが全長 3395 ×全幅
1475 ×全高 1610㎜。これとの比較では
全長がやや短く、一方で大人 2 人がゆった
り並んで座れる空間を作るため、幅がやや
広めになっています。リアに 2 人分の座席
があるのですが、見た限りでは長時間乗っ
て い る の は 窮 屈 な ス
ペースでした。

通常 2 人で乗るのな
ら日産の「ニューモビリ
ティコンセプト」で十分
で す が、こ ちら もリア
シートは大人が長時間
乗るにはきつめです。1
人で乗るＥＶだったら
トヨタ車体の「コムス」
で十分ということに落
ち着くのかもしれませ
ん。原付バイクと同じ扱
いですので、自動車重量
税などはかからず車庫証明も不要です。

トヨタ車体によると、「コムス」は昨年 7
月のフルモデルチェンジ以降 1300 台ほど
販売されたそうです。都市部では狭い路地
に入ることができるので便利な配送車とし
て、また郊外や地方部では屋根付き原付バ
イクとして日常生活の足に使われていると
いう話でした。

ここまで小型ＥＶの話でしたが、三菱自動
車工業は「アウトランダー」をベースに開発
したプラグインハイブリッド車（昨年のパリ
ショーで初公開）を展示していました。こち
らは 12kWh という大容量のリチウムイオ

ンバッテリーを搭載していることがミソで、
ＥＶモードで約 55㎞とトヨタの「プリウスＰ
ＨＶ」の倍近い距離の走行が可能です。

日本での日常生活で自動車を利用する場
合、1 回の走行距離が 20 ～ 30㎞という走
行がほとんどです。プリウスＰＨＶのＥＶ走
行でほとんどカバーできるのですが、「不安
になるユーザーも多いので、電池を大型化し

てＥＶでの走行距離を伸ばした」と三菱自動
車は話しています。逆にエンジンを利用する
機会がほとんどなくなることも考えられるの
で、3 カ月に 1 回、エンジンを自動的に始動
して燃料がパイプなどに詰まるのを防ぐ機
構が採用されています。

こう見てくると、環境対応車として主流は
ＥＶと言えるのですが、ボディーサイズ、利
用法を含めてどういうＥＶが主力になるかに
ついて、自動車メーカー各社は手探り状態の
ようにも見えます。いろいろなサイズのＥＶ
が次々に発売されると、購入する側も迷うこ
とになりそうです。

Battery　

ハイブリッド車を含めて電気自動車（ＥＶ）が環境対応車の王道であることは間違いないようです。
国内最大の環境展「エコプロダクツ2012」でも自動車メーカー各社がＥＶを展示していました。
サイズ的には小型車以下が主流になると見られるものの、ＥＶの「1丁目1番地」はどのサイズになるのか、しばらく模索状態が続くようです。

原付枠で販売されている
トヨタ車体の「コムス」

新たなジャンルの車両になる
日産「ニューモビリティコンセプト」

コンパクトカー「ｉＱ」をベースに
開発したトヨタ「ｅＱ」

三菱「アウトランダーＰＨＥＶ」はＥＶとして 55㎞走行できる
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ブースを訪問したマルトシ青木の青木勝幸社長（中央）、
多田自動車商会の多田幸四郎会長（左）

ＮＧＰ組合員出資の日中合弁企業も出展
中国初の都市鉱山博覧会が北京で開催

中国・北京市の中国国立コンベンションセ
ンターで 12 月 3 ～ 5 日、国家再生資源回収
協会が主催する中国初の「都市鉱山博覧会」
が開かれました。中国は環境負荷低減と同時
に都市鉱山開発による「地上資源」の再利用
を積極的に進めようとしています。自動車リ
サイクルもこの一分野で、ＮＧＰ協同組合の
マルトシ青木（静岡県藤枝市）、多田自動車商
会（兵庫県三木市）などが出資する日中合弁
会社「北京華夏車瀛汽車科技有限公司」が合
弁先の北京市再生資源利用開発有限責任公

司の同展ブース内にパネル出展し、効率的な
自動車リサイクル技術を紹介しました。

合弁会社の北京華夏は、自動車リサイク
ル工場のレイアウトや導入設備・機器につ
いて日本の自動車リサイクル現場で蓄積し
たノウハウを提供し、中国国内で効率的かつ
適正な使用済自動車処理を手助けすること
を目的に設立した会社です。

中国は 2020 年に使用済自動車のリサイ
クル率を 95％にするとの目標が示され、さ
まざまなプロジェクトが立ち上がっていま

すが、機器などを設備できても経験が浅いた
めに処理手順などは確立されていません。こ
うした中国の自動車リサイクル工場に北京華
夏は技術供与を行い、自動車リサイクル分野
で日中友好を深めて行くことにしています。

リサイクル部品を使った
環境に優しい自動車修理を訴える

「エコプロダクツ2012」に7年連続で単独出展

ＮＧＰ協同組合は 12 月 13 ～ 15 日の 3
日間、東京都江東区の東京ビッグサイトで開
かれた「エコプロダクツ 2012」に出展しま
した。エコプロダクツは日本最大の環境展
示会で、今回 3 日間の来場者は約 18 万人
に達しました。ＮＧＰブースではリサイクル
部品の展示とともにチラシを詰め込んだエ
コバッグを 2 万セットを用意して環境委員
会、総務広報委員会のメンバーが総出で配
布、ＣＯ 2 排出抑制につながるリサイクル
部 品を 使った自動
車 修 理について訴
えました。

今 回 の ブ ー ス の
特徴は、10 月から
全 国 放 送している
テレビＣＭを活用、
契 約してい るタレ
ントを 全 面 的に 押
し出し て 親し み や
すくしたことです。

さらにさまざまなリサイクル部品の現物展
示とともにＮＧＰが取り組んでいる研修活
動なども紹介し、高品質なリサイクル部品
供給のために組合員が一丸となり日々努力
を続けていることをアピールしました。

エコプロダクツの開催期間に合わせてテ
レビＣＭを再開、リサイクル部品を使った
自動車修理があることを積極的に宣伝し、
エコプロダクツの展示と連動してユーザー
各層への浸透を図りました。

このほか、ＮＧＰブースではＮＧＰがベ
ルマーク運動に協賛し、東日本大震災被災
地の継続支援のひとつとして昨年 4 月から
ギャランティーシールに 5 点のベルマーク
を付けてリユース部品販売を行っているこ
とも紹介しました。また、昨年好評だったエ
ンブレム配布を「被災地支援コーナー」とし
て今回も実施、気に入ったエンブレムとの
引き換えで支援の寄付を募りました。寄せ
られた浄財は日本赤十字社にすべて寄贈す
ることにしています。

今 回 の エコプ ロダ クツは エ ネ ル ギ ー マ
ネージメントなどを訴える展示ウエートが
高かったですが、使用済自動車のリサイク
ル部品に興味を持つ人も多く、海外からの
お客様を含めてＮＧＰのリサイクル部品に
高い関心を持っていただけました。

大量のエンブレムは注目の的、関心も高い 海外のお客様もＮＧＰのリサイクル部品に注目リサイクル部品でＣＯ2が減らせることをＰＲ

組合員情報変更
支部 変更日

北関東

会社名

ユーパーツ前橋店

変更内容

移転

変更後

〒371-0853　群馬県前橋市総社町2丁目5-12　NHビル2階
（電話・FAXの変更はありません）

24年12月14日


